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他施設共同研究から
日本におけるNational Clinical Databaseへ

2登録件数は現在10万件を超え，約300のユニットが参加している



各国のデータベースに登録された
procedureの内訳

Japan
prevalence
2005-06
(n=21243)

EuroSCORE
prevalence

1995
(n=19030)

STS 
prevalence
1998-99

(n=188192)

Isolated CABG surgery 34.3% 63.6% 81.2%

Other than isolated 
CABG  

66.7% 36.4%  18.8%

Surgery on thoracic 
aorta  

22.0% 2.4% 0.9%  
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欧州，米国は10年前のデータ
であることに注意が必要



National databaseとして
日本の現状を発信する意義

 米国に比して全体的に症例数が少ない日本の，良好な治
療成績に対する驚きを示し，

 日本の取り組みから米国が学ぶことの意義についても解
説しています．
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データ入力項目の構成
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19のカテゴリから構成される



合併症カテゴリの項目
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Renal Renal failure
Dialysis

Neurologic

Stroke
Transient
Coma
Paraplegia
Paraparesis

Operative

PMI
Reoperation for

bleeding
valvular dysfunction
graft occlusion
sternum resuture
other non cardiac problem

Infection

Deep sternum
Thoracotomy wound
Leg
Septicemia
Urinary tract

Vascular

Aortic dissection
Iliac/Femoral dissection
Acute limb ischemia

Pulmonary
Prolonged ventilation
Pulmonary embolism
Pneumonia

Others

Heart block
Cardiac arrest
Anticoagulation compli
Tamponade
G-I compli
Multi-System failure
Atrial fibrillation

7つのサブグループ，31項目



例1：JAPAN SCORE
(EuroSCORE日本版)

術前までのデー
タ入力を行うと
，インデックス下
方画面に，術前
リスクが表示さ
れます



例2：フィードバック
レポート

簡単な操作で，施設の術
前リスクとアウトカムの傾
向を把握することが可能
です

期間の術前リスクとアウト
カムをJACVSD全体と対
比して表示します
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心臓外科手術全症例の地理分布

各施設の心臓外科症例
（虚血性心疾患，弁膜症，動脈瘤，先天

性疾患，その他後天性疾患）
に比例したバーによって分布を示した



102007.2.21

集約化によるアクセスへの影響
（移動距離内訳）

移動距離は患者の自宅からではなく，手術を受けた施
設から，最も近い心臓外科施設である．
直線距離かつ一般道の使用を想定すると，30km以上
からアクセスへ影響がある可能性がある．

影響を受ける人
数合計（年間平

均）

年間10件以下集約 158人 74.9% 27人 12.7% 2人 1.1% 19人 9.1% 4人 2.0% 1人 0.2% 211人

年間25件以下集約 794人 57.7% 235人 17.1% 119人 8.6% 67人 4.9% 96人 7.0% 66人 4.8% 1378人

年間50件以下集約 2788人 47.3% 1359人 23.0% 711人 12.0% 349人 5.9% 404人 6.8% 289人 4.9% 5899人

年間75件以下集約 4978人 44.4% 2710人 24.2% 1251人 11.2% 835人 7.4% 827人 7.4% 613人 5.5% 11213人

＊人数は4年間の平均，少数単位は四捨五入した．

30km以上50km
未満

50km以上5km未満
5km以上10km

未満
10km以上20km

未満
20km以上30km

未満
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ある条件下での心臓外科施設への
アクセスシミュレーション

各施設の心臓外科症例
（虚血性心疾患，弁膜症，動脈瘤，先天

性疾患，その他後天性疾患）
に比例したバーによって分布を示した

30分以内 →濃緑色 60分以内 →黄緑色
90分以内 →橙色 90分より大きい→赤色 非有人区画→白色



ベンチマークリ
ポート例

各施設の一定期間の
術前リスクとアウトカム
を全体と対比して表示



リスク調整アウトカムの把握

各手術において，
医療スタッフの努力に
より回避が可能であり
，患者視点でも重要な
指標をアウトカムとし
て定義．

リスク調整を実施．



施設の術前リスクの特徴の把握

施設の成績の位置づ
けを把握するだけでな
く，術前リスクの分布
を全体と比較すること
により，自施設の特徴
を把握することは有用
．


